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学校番号 107 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 
美術Ⅱ 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「美術２」 （光村図書出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

多様な表現の方法を知り、様々な素材を扱う学習活動を通して、豊かな表現力と鑑賞の能力を高

める。デザインでは実際に消費者や目的を設定することで、デザインすることの意義を学ぶこと

を目的とする。石材を使用した彫刻では、素材の特性を理解し独創的で個性的な立体表現に取り

組む。鑑賞活動を通して、他者の作品の持つ意味を深く理解し、感性と美意識を高め鑑賞する能

力を豊かにする。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 美術の創造的な諸活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を深め、生活や社

会の中の美術や美術文化と深くかかわる資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

⑴ 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を

創意工夫し、個性豊かで創造的に表現することができるようにする。 

⑵ 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を

生成し個性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見

方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

⑶ 主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情をはぐくむと

ともに、感性と美意識を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養

う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて表現方法を

創意工夫し、個性豊かで創

造的に表現することができ

る 

・造形的なよさや美しさ、表

現の意図と創造的な工夫、美

術の働きなどについて考え、

主題を生成し個性豊かに発

想し構想している。 

・自己の価値観を高めて美術

や美術文化に対する見方や

感じ方を深めたりしている。 

・主体的に美術の創造的な諸

活動に取り組もうとしてい

る。 

・生涯にわたり美術を愛好す

る心情をはぐくみ、感性と美

意識を高め、美術文化に親し

み、心豊かな生活や社会を創造

していく態度を養うことがで

きる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の
装

飾 

【鑑賞】【デザ

イン】 

・多様な表現

方法を学び、

自身のスケッ

チブックの表

紙を表現する

方法を学ぶ。 

・道具を正しく

使用すること

ができ、色彩

表現豊かに

色面を、美し

く着色する。 

・他者の作品

を鑑賞し、作

者の特徴を読

み取り理解す

る。 

a:装飾デザインの様々な表現方法を知り、色彩

や構図の重要性について理解することができ

る。（知） 

a:道具を正しく使用し、溝引きなどを用いるこ

とで、色面を美しく創造的に彩色することがで

きる。（技） 

a:装飾デザインのもたらす効果と、色彩の組み

合わせによっておこる反応について正しく理

解することができる。（知・鑑） 

b:自身を表現する方法について個性豊かに発

想し構想を練ることができる。（思） 

b:他者の作品を鑑賞し、他者の作品の持つ特徴

について考察して理解することができる。（思・

鑑） 

c:積極的に講評に参加して、様々な表現方法を

知り、学んだことをワークシートに詳細に書く

ことができる。（態） 

c:主体的に表現活動に取り組み、講評では自身

の作品をプレゼンすることができる。（態・鑑） 

アイデア

スケッチ 

 

作品 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

観察 

 

２
学
期 

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵

画 

【鑑賞】【絵画】 

・シュルレアリス

ムの絵画を鑑

賞し、作者の心

情を読み解くと

ともに、自身で

表現する方法

を考える。 

・パネル張りを

し、絵画表現の

方法を学ぶ。 

・超現実世界の

自身の心理と

向き合い、表現

する方法を学

び、他者の作

品と比較し相手

の心情も読み

解く力をつけ

る。 

a:シュルレアリスムの画家について学び、当時

の時代背景や、作者の表現するものについて関

心を持って考察し、自己解釈することができ

る。（知） 

a:超現実世界の自身の心理と向き合い、意図に

応じて表現方法を創意工夫し、個性豊かで創造

的に表現することができる（技） 

a:シュルレアリスムの世界観に対して、様々な

解釈があることを知り理解を深めている。（知・

鑑） 

b:シュルレアリスムの世界観を自己解釈し、そ

こから主題を独創的に生成することができる。

（思） 

b: 他者の作品を鑑賞し、他者の作品の持つ特

徴について考察して理解することができる。

（思・鑑） 

c: 積極的に講評に参加して、様々な表現方法

を知り、学んだことをワークシートに詳細に書

くことができる。（態） 

c:主体的に表現活動に取り組み、講評では自身

の作品をプレゼンすることができる。（態・鑑） 

アイデア

スケッチ 

 

 

作品 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

観察 
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プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン 

【鑑賞】【デザイ

ン】 

・デザインによ

って他者に伝

えるための力を

養う。 

・実際に消費者

を設定すること

によって、一部

に特化したデ

ザインを考えそ

れを具現化す

る方法を知る。 

・情報量を絞っ

たデザインを制

作することで、

必要な情報と

そうでない情報

を選択する。 

・制作物を使用

しプレゼンを行

い、表現と伝達

の方法を理解

する。 

・他者の作品を

鑑賞し、作者の

伝える情報を

正しく理解す

る。 

a:プロダクトデザインの基礎である、消費者に

向けたデザインについて理解している。（知） 

a:情報量を絞ったシンプルなデザインのポス

ターを色彩豊かに創造的に表現することがで

きる。（技） 

a:情報量を絞った、一部に特化したデザインを

考えることで何を表現したいのかを明確にす

ることができ、他者のポスターを鑑賞すること

でどのような目的があるのか理解することが

できる。（知・鑑） 

b:個人で消費者を設定し、消費者に合わせたプ

ロダクトを考察することができる。（思） 

b:様々な消費者に合わせた、作品と意図の創造

的な工夫について理解を深めることができる。

（思・鑑） 

c: 積極的に講評に参加して、様々な表現方法

を知り、学んだことをワークシートに詳細に書

くことができる。（態） 

c:主体的に表現活動に取り組み、講評では自身

の作品をプレゼンすることができる。（態・鑑） 

作品 

 

作品 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデア

スケッチ 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

観察 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

３
学
期 

石
彫 

【鑑賞】【彫刻】 

・アイデアスケッ

チを用い、感覚

の形について

考察する。 

・立体物を構想

する力を身に

着ける。 

・様々な道具を

使用し、立体物

を製作する方

法を学ぶ。 

・サンドペーパ

ーを使用し、制

作物を完成さ

せる。 

・他者の作品を

鑑賞し、自身の

感覚の形と他

者の感覚の形

の違いについ

て考察する。 

a:習作から造形的に美しい形について学び、滑

石を使用し、感覚の形について考察することが

できる。（知） 

a:滑石の特性を理解し、独創的な形を表現する

ことができ、状況に応じて道具を正しく使用す

ることができる。（技） 

a:他者の作品を鑑賞し、自身の感覚の形との違

いについて考察することができる。（知・鑑） 

b:表現の意図と創造的な工夫を滑石の特性を

理解し、考察することができる。（思） 

b:感覚の形を単純な具体物としてとらえるの

ではなく、抽象的な形や、言葉にできない形を

表現するために、自身の感覚の形を客観的にと

らえることができている。（思・鑑） 

c: 積極的に講評に参加して、様々な表現方法

を知り、学んだことをワークシートに詳細に書

くことができる。（態） 

c:主体的に表現活動に取り組み、講評では自身

の作品をプレゼンすることができる。（態・鑑） 

アイデア

スケッチ 

 

作品 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

観察 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


